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肉不足の救世主 

C3 班 

宮城県仙台第三高等学校 

 

日本では食料自給率が低いことが問題となっているが、特に食肉は輸入に依存している割

合が高く、牛肉については輸入相手国が 2 か国に偏っている。その上、畜産業の担い手の減

少などの理由で、国内の生産量は減少傾向にある。また、世界的にみると、人口は増加して

おり、肉の需要は増加していくことが考えられる。そこで、代用肉が必要になるのではない

かと考え、近年注目されている大豆ミートについて、牛肉の代用肉として適切かどうかを調

べた。大きく生産面と味の面について、計算や試食を通して検証したところ、大豆ミートは

代用肉として適しているとは一概には言えないことがわかった。 

 

１ 背景（ＭＳゴシック 10pt） 

  私たちの班は、農業、動物、食などに興味

を持つメンバーが集まったため、その方面から

テーマを探すため情報収集をしていたところ

「肉不足」という現実を見つけた。現在、３つ

の理由から食肉の不足が懸念されている。1 つ

目は、食肉の輸入についてだ。日本は農産物全

体の輸入額の約 15％が食肉であり、また、牛肉

の輸入相手国はアメリカとオーストラリアの２

か国が 93％を占めており、他国に大きく依存し

ていて影響が大きいと言える。2 つ目は、食肉

の消費と生産の関係だ。全体的に年々畜産業の

担い手の高齢化が進み労力不足に陥り、そのた

め牛肉の生産量は減少しているが消費量は増加

している。3 つ目は世界を見た時の人口と食肉

の需要についてだ。世界の人口は増加を続けて

いる。また、新興国が発展していることもあり

肉の需要が供給を上回ることになり、結果的に

肉不足を招く。ここから、肉の代用品となるも

のが必要であると考えた。 

 

２ 材料と方法 

 代用肉として牛肉に似せて作られた大豆ミー

トに焦点を絞り本物の牛肉と比較した。まず生産

面についてである。牛の飼料を全て大豆として考

えると、牛一頭を育てるのに必要な大豆は

7224Kg である。この量の大豆から大豆ミートは

5779Kg でき、牛一頭からとれる肉は 310Kg であ

る。バーチャルウォーターを比較すると牛肉 1kg

あたり 20600L、大豆 1kg あたり 2500L である。

面積を比較すると、牛一頭を出荷するまでに要す

る面積は合計で 14.95 ㎡で、この面積で一回の栽

培で収穫できる大豆は 2.1528Kg である。また、

牛の出荷までの肥育期間は 30 ヵ月であり、気候

や労力を考慮しなければこの期間に大豆は 5 回

栽培できる。すなわち、面積と時間の条件を等し

くしたとき、牛肉は 310Kg、大豆は 12.9168Kg 得

られる。しかし牛はこの間に餌を重量にして

4958Kg 食べるため、この餌として与えられる作

物などがロスであると言える。次に味についての

比較である。市販されている牛肉に似せて作られ

た大豆ミートを、パーゲージに記載されている通

りの調理を行い、本物の牛肉と食べ比べた。まず

は調味料などを付けずに、次に焼肉用のタレをつ

けて両方を比較した。 
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３ 結果と考察 

生産性を観点ごとに計算した結果、同じ量の大

豆からは牛肉より大豆ミートの方が 5469Kg 多く

生産できることがわかった。しかし生産の過程

に遡って量以外の面も考慮すると、バーチャル

ウォーターは牛肉の方が約 8 倍多い一方で、面

積あたりの生産効率は牛肉の方が約 24 倍高いこ

とがわかった。以上より、何に重点を置くかに

よって生産効率の良し悪しは変わってしまうの

で、一概に大豆ミートの方が生産効率が良いと

は言えない。ただ、牛に与えられる餌はロスを

生むことは 

言える。実用性では味の比較から以下のような

表をまとめた。 

 

本物の肉が持つ肉汁にはアミノ酸が多く含まれ

た旨味があり、脂肪には香りの成分や牛肉特有

の風味が含まれる。しかし大豆ミートにはそれ

らが無いため旨味が少なく、おいしさを感じに

くいと考えられる。 

  

4 結論・今後の展望 

生産面としては代用肉として適する部分もある

が、適さない部分もある。また、味の面では代

用肉として大きな課題が残った。よって大豆ミ

ートは代用肉としては普及しづらいのではない

かと言う結論に至った。 

 今後の展望としては、牛脂で炒める、肉の出

汁で戻す、調理法を変えるなど、より美味しく

食べる工夫をしたりその他の視点から大豆ミー

トと牛肉を見てみることを考えている。また、

研究が進んでいる培養肉や他の人工肉について

も調べてみたい。 
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